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安
楽
城
保
育
所
お
別
れ
会 

　
３
月
14
日（
金
）、
安
楽
城
保
育
所
（
所
長
‥

佐
藤
由
美
子
　
児
童
数
41
名
）
で
お
別
れ
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
年
長
組
対
年
中
・
年
少
組
で

ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た
り
、
年
中
・
年
少
さ
ん

か
ら
年
長
組
さ
ん
へ
の
劇
や
歌
、
手
作
り
の
ペ

ン
立
て
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
っ
た
り
と
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
年
長
組
の
子

ど
も
達
は
一
輪
車
が
得
意
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
お

返
し
に
、
フ
ラ
フ
ー
プ
を
使
っ
て
の
「
５
人
ま

わ
し
」（
写
真
）を
全
員
で
披
露
し
ま
し
た
。 

３ 

春
季
消
防
演
習 
真

室

川
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真
室
川
町
消
防
団 

●
期
　
日
　

平
成
26
年
４
月
29
日（
火
・
祝
） 

●
主
会
場
　

真
室
川
防
災
セ
ン
タ
ー 

平成26年度 

※
雨
天
時
の
主
会
場
は
、
町
民
体
育
館 

鮭延秀綱物語 鮭延秀綱物語 郷土の英傑 郷土の英傑 ７ 

保角里志氏の陣城（陣場）調査図 

七
　
鮭
延
城
攻
め（
真
室
合
戦
）の
遺
産 

　
天
正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
、
最
上
義
光
は
鮭
延
城

を
攻
め
た
。
こ
の
遺
産
が
幾
年
も
の
風
雪
に
耐
え
城
址

近
く
に
眠
っ
て
い
る
。
近
江
沢
の
北
側
に
合
戦
の
犠
牲

者
を
葬
っ
た
と
い
わ
れ
る
看
経
森
と
延
沢
能
登
守
の
陣

場
。
少
し
離
れ
て
火
葬
場
の
裏
山
に
氏
家
尾
張
守
の
陣

場
と
本
陣
跡
な
ど
広
大
な
地
域
に
及
ん
で
い
る
。
「
鮭

延
城
記
」
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。 

（
看
経
森
）
近
江
沢
北
方
に
一
大
丘
あ
っ
て
、
こ
こ
を

看
経
森
と
い
う
。
最
上
氏
の
鮭
延
城
攻
め
の
際
、
最
上
・

鮭
延
両
家
の
討
死
者
を
合
葬
し
た
墳
墓
で
、
鮭
延
秀
綱

在
城
中
は
毎
年
彼
岸
会
を
開
催
し
た
。 

（
陣
場
）
天
正
の
役
、
最
上
氏
が
鮭
延
城
を
攻
め
た
時

築
い
た
陣
所
で
、
西
隅
に
大
将
氏

家
尾
張
守
の
陣
が
あ
っ
た
。
東
南

に
数
十
間
の
土
手
を
廻
ら
し
て
、

長
囲
の
陣
形
が
現
在
で
も
現
然
と

跡
を
残
し
て
い
る
。
看
経
森
付
近

に
も
三
十
余
間
の
土
塁
が
残
っ
て

い
る
。 

　
こ
の
陣
場
に
は
中
世
山
城
の
様

相
が
如
実
に
施
さ
れ
、
虎
口
、
土

塁
、
堀
切
、
曲
輪
な
ど
が
現
然
と

し
た
姿
で
今
に
跡
を
止
め
て
い
る
。

山
形
中
世
城
郭
研
究
の
草
分
け
で

あ
る
保
角
里
志
氏
（
現
放
送
大
学

事
務
長
）
は
陣
場
を
陣
城
と
呼
び
、

　
跡
が
数
多
く
存
在
す
る
山
形
県

内
で
は
、
真
室
川
町
に
だ
け
残
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い

る
。 

　
義
光
軍
は
鮭
延
軍
の
数
倍
の
勢
力
で
あ
る
の
に
、
な

ぜ
こ
れ
程
広
大
な
陣
場
を
作
っ
た
の
か
。
秀
綱
が
世
話

に
な
っ
た
庄
内
の
武
藤
義
氏
が
滅
ん
だ
と
は
い
え
、
弟

の
丸
岡
兵
庫
が
鮭
延
へ
加
勢
す
る
危
険
を
感
じ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。 

　
ま
た
城
址
大
手
門
口
近
く
、
廿
六
夜
塔
の
側
に
、
井

上
将
監
（
秀
綱
の
弟
綱
知
の
義
父
、
鮭
川
村
岩
木
）
の

戦
没
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
綱
知
の
子
供
は
最
上
改

易
後
、
秀
綱
と
千
葉
県
佐
倉
市
に
行
く
が
、
そ
の
末
裔

は
江
戸
に
出
て
医
者
と
な
り
鮭
延
姓
を
名
乗
っ
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
真
室
川
町
歴
史
研
究
会
） 

て
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ょ
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あ
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の
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ん
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み
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け
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け
の
べ
じ
ょ
う 

よ
し
う
じ 

つ
な
と
も 

い
の 

う
え
し
ょ
う
げ
ん 

ま
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お
か
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に
じ
ゅ
う
ろ
く
や
と
う 


